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1.  平成23年4月期第3四半期の連結業績（平成22年5月1日～平成23年1月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年4月期第3四半期 2,576 △6.9 231 △49.3 257 △45.6 165 △40.6
22年4月期第3四半期 2,766 8.4 456 277.8 473 337.3 279 438.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年4月期第3四半期 1,556.11 ―
22年4月期第3四半期 2,614.86 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年4月期第3四半期 7,311 6,800 93.0 63,776.11
22年4月期 7,606 6,748 88.7 63,296.98

（参考） 自己資本   23年4月期第3四半期  6,800百万円 22年4月期  6,748百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  有   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年4月期 ― 300.00 ― 500.00 800.00
23年4月期 ― 400.00 ―
23年4月期 

（予想）
200.00 600.00

3.  平成23年4月期の連結業績予想（平成22年5月1日～平成23年4月30日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,321 △11.0 233 △63.0 267 △60.1 160 △60.0 1,500.61



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 平成22年12月３日に公表いたしました平成23年４月期通期の連結業績予想を修正しております。 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等につ
いては、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年4月期3Q 110,393株 22年4月期  110,393株
② 期末自己株式数 23年4月期3Q  3,770株 22年4月期  3,770株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年4月期3Q 106,623株 22年4月期3Q 106,831株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、期前半においては政府の経済対策やアジアを中心とした新興

国の経済成長に牽引される形で緩やかな回復基調となったものの、期後半にかけて景気回復ペースに減速感が見ら

れるなど、依然として不安定な状況のうちに推移しました。 

 このような情勢のもと、当社グループは、業務効率化や生産性改善などのコストダウンを徹底し、収益体質の強

化を図るとともに、化学材料事業の拡大を中心とした成長戦略への取組みに注力いたしました。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は2,576,204千円（前年同四半期比6.9％減）となりました。 

 営業利益は231,336千円（前年同四半期比49.3％減）、経常利益は257,662千円（前年同四半期比45.6％減）、四

半期純利益は165,916千円（前年同四半期比40.6％減）となりました。 

セグメントの概況は次のとおりであります。 

プリント配線板加工事業  

プリント配線板加工事業におきましては、期前半は携帯電話やパソコンなどの生産数量増加にともない、フラ

ットプラグ加工や有底ビア充填加工が概ね堅調に推移しました。期後半にかけては、先進国における需要回復が一

段落したことにより高付加価値プリント配線板における受注が減少しました。 

以上により、プリント配線板加工事業の売上高は1,688,400千円、セグメント利益は450,274千円となりまし

た。  

化学材料事業 

 化学材料事業におきましては、期前半は携帯電話端末向けに防水コーティング材料の受注が増加したほか、小型

モーター向けオイルバリア材料や基板保護コーティング材料の受注が堅調に推移しました。期後半にかけては、コ

ーティング材料の新規案件獲得が伸び悩むなど若干弱含みで推移しました。また、山梨工場の稼働にともなう費用

が増加しました。 

 以上により、化学材料事業の売上高は386,040千円、セグメント損失は5,904千円となりました。 

設備機器関連事業 

 設備機器関連事業におきましては、プリント配線板加工用材料や製版製造販売が堅調に推移しました。 

 以上により、設備機器関連事業の売上高は501,763千円、セグメント利益は97,194千円となりました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

資産、負債および純資産の状況  

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は7,311,628千円（前連結会計年度末比294,566千円減）となりました。こ

の内、流動資産は3,920,486千円（前連結会計年度末比767,539千円減）となりました。これは主に現金及び預金が

496,679千円、受取手形及び売掛金が268,243千円減少したことによるものであります。 

 固定資産は3,391,142千円（前連結会計年度末比472,973千円増）となりました。これは主に有形固定資産が

247,902千円増加したことによるものです。 

 負債は511,628千円（前連結会計年度末比345,652千円減）となりました。この内流動負債は385,267千円（前連

結会計年度末比347,283千円減）となりました。これは主に未払法人税等が288,832千円減少したことによるもので

す。 

 固定負債は126,361千円（前連結会計年度末比1,630千円増）となりました。 

 純資産は6,800,000千円（前連結会計年度末比51,085千円増）となりました。  

 これらの結果、自己資本比率は93.0％（前連結会計年度末比4.3ポイント上昇）となりました。 

キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は2,786,119千円（前連結会計年度末比249,551

千円減）となりました。 

 営業活動によって得られた資金は174,748千円（前年同四半期比450,785千円減）となりました。これは主に税金

等調整前四半期純利益259,421千円、売上債権の減少額262,803千円による増加、および法人税等の支払額429,775

千円による減少であります。 

 投資活動に使用された資金は329,351千円（前年同四半期は255,459千円の収入）となりました。これは主に有形

固定資産の取得による支出395,176千円によるものであります。 

 財務活動に使用された資金は84,546千円（前年同四半期比10,362千円増）となりました。これは配当金の支払に

よるものであります。  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年４月期の連結業績予想につきまして、平成22年12月３日に公表いたしました業績予想数値を修正してお

ります。詳細につきましては、平成23年３月４日付「業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ」をご覧く

ださい。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

 固定資産の減価償却費の算定方法は、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の

額を期間按分する方法により算定しております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 該当事項はありません。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用

しております。 

 これにより、営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年１月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年４月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,643,938 3,140,618

受取手形及び売掛金 952,818 1,221,061

有価証券 142,181 142,087

商品及び製品 3,919 2,199

仕掛品 6,745 6,687

原材料及び貯蔵品 33,775 48,549

繰延税金資産 8,690 58,522

その他 129,057 70,746

貸倒引当金 △639 △2,446

流動資産合計 3,920,486 4,688,026

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 2,872,541 2,644,999

減価償却累計額 △1,393,217 △1,372,318

建物及び構築物（純額） 1,479,324 1,272,681

機械装置及び運搬具 2,048,916 1,951,098

減価償却累計額 △1,611,889 △1,594,058

機械装置及び運搬具（純額） 437,027 357,040

工具、器具及び備品 228,131 206,710

減価償却累計額 △178,477 △165,916

工具、器具及び備品（純額） 49,653 40,793

土地 594,078 594,078

建設仮勘定 15,413 63,000

有形固定資産合計 2,575,496 2,327,593

無形固定資産   

その他 73,641 86,751

無形固定資産合計 73,641 86,751

投資その他の資産   

投資有価証券 369,406 375,882

長期貸付金 22,208 26,983

繰延税金資産 40,026 28,586

その他 325,832 89,212

貸倒引当金 △15,468 △16,841

投資その他の資産合計 742,004 503,823

固定資産合計 3,391,142 2,918,169

資産合計 7,311,628 7,606,195



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年１月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年４月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 69,698 134,493

未払法人税等 183 289,016

賞与引当金 31,313 74,306

その他 284,070 234,734

流動負債合計 385,267 732,550

固定負債   

長期未払金 94,211 94,211

退職給付引当金 27,150 25,519

その他 5,000 5,000

固定負債合計 126,361 124,730

負債合計 511,628 857,281

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,196,350 1,196,350

資本剰余金 2,051,849 2,051,849

利益剰余金 3,721,578 3,651,622

自己株式 △192,179 △192,179

株主資本合計 6,777,598 6,707,642

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 14,147 19,164

繰延ヘッジ損益 △7 △51

為替換算調整勘定 8,260 22,157

評価・換算差額等合計 22,401 41,271

純資産合計 6,800,000 6,748,914

負債純資産合計 7,311,628 7,606,195



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年５月１日 
 至 平成22年１月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年５月１日 
 至 平成23年１月31日) 

売上高 2,766,460 2,576,204

売上原価 1,459,008 1,432,595

売上総利益 1,307,451 1,143,609

販売費及び一般管理費 851,083 912,272

営業利益 456,368 231,336

営業外収益   

受取利息 3,482 13,352

有価証券利息 12,627 －

受取配当金 799 867

受取賃貸料 31,435 31,435

その他 10,432 6,765

営業外収益合計 58,777 52,420

営業外費用   

為替差損 19,969 19,929

貸与資産減価償却費 8,557 6,161

貸倒引当金繰入額 13,037 －

その他 65 4

営業外費用合計 41,630 26,095

経常利益 473,515 257,662

特別利益   

前期損益修正益 － 515

固定資産売却益 － 555

貸倒引当金戻入額 － 1,200

特別利益合計 － 2,272

特別損失   

固定資産売却損 6,424 512

固定資産除却損 1,067 －

会員権売却損 7,514 －

その他 2,584 －

特別損失合計 17,591 512

税金等調整前四半期純利益 455,924 259,421

法人税、住民税及び事業税 195,593 51,713

法人税等調整額 △19,018 41,791

法人税等合計 176,574 93,504

少数株主損益調整前四半期純利益 － 165,916

四半期純利益 279,350 165,916



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年５月１日 
 至 平成22年１月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年５月１日 
 至 平成23年１月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 455,924 259,421

減価償却費 226,634 204,349

有形固定資産売却損益（△は益） 6,424 △43

有形固定資産除却損 1,067 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） － 1,630

受取利息及び受取配当金 △16,908 △14,219

売上債権の増減額（△は増加） △347,692 262,803

たな卸資産の増減額（△は増加） 27,005 12,516

仕入債務の増減額（△は減少） △8,452 △63,341

前渡金の増減額（△は増加） 41,368 12,358

その他 132,204 △85,110

小計 517,576 590,366

利息及び配当金の受取額 15,364 14,156

法人税等の還付額 117,271 －

法人税等の支払額 △24,679 △429,775

営業活動によるキャッシュ・フロー 625,533 174,748

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △200,000

定期預金の払戻による収入 300,000 242,280

有形固定資産の取得による支出 △87,728 △395,176

有形固定資産の売却による収入 2,145 －

投資有価証券の取得による支出 △1,946 △1,970

無形固定資産の取得による支出 △1,268 △5,675

貸付金の回収による収入 227 1,426

その他 44,029 29,763

投資活動によるキャッシュ・フロー 255,459 △329,351

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △19,109 －

配当金の支払額 △55,074 △84,546

財務活動によるキャッシュ・フロー △74,184 △84,546

現金及び現金同等物に係る換算差額 △10,844 △10,401

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 795,964 △249,551

現金及び現金同等物の期首残高 2,296,135 3,035,671

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,092,100 2,786,119



 該当事項はありません。  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年５月１日 至 平成22年１月31日） 

 （注）１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２．各事業の主な製品 

(１)プリント配線板加工事業…………フラットプラグ加工 

(２)設備機器関連事業…………………設備機器、フッ素ケミカル製品、スクリーン印刷版 

  

〔所在地別セグメント情報〕  

  前第３四半期連結累計期間（自 平成21年５月１日 至 平成22年１月31日）   

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。 

  

〔海外売上高〕  

 前第３四半期連結累計期間（自 平成21年５月１日 至 平成22年１月31日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
プリント配線板

加工事業 
（千円） 

設備機器
関連事業 
（千円） 

計（千円）
消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高                              

（1）外部顧客に対する売上高  1,795,312  971,148  2,766,460  －  2,766,460

（2）セグメント間の内部売上高又は 

   振替高 
 －  827  827  (827)  －

   計  1,795,312  971,975  2,767,287  (827)  2,766,460

  営業利益  536,612  255,946  792,558  (336,190)  456,368



〔セグメント情報〕  

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、取り扱う製品・サービスによって事業を「プリント配線板加工事業」、「化学材料事業」、「設

備機器関連事業」の３事業に区分しており、報告セグメントとしております。各事業は、取り扱う製品・サー

ビスについて国内および海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

「プリント配線板加工事業」は、電子機器に内蔵されるプリント配線板のスルーホールなどにスクリーン

印刷を用いて樹脂充填し、平滑研磨により、フラットプラグ加工や有底ビア充填加工、アンダーコート加工な

どを行う事業であります。 

「化学材料事業」は、電子部品等に用いられる化学材料を開発から製造、販売まで一貫して行う事業であ

ります。 

「設備機器関連事業」は、プリント配線板加工用材料の販売や、電子部品製造装置の販売を行う事業であ

ります。 

  

２．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年５月１日 至 平成23年１月31日）  

  

  

３．報告セグメントの利益または損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額および当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年５月１日 至 平成23年１月31日）  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

（単位：千円）

  
プリント配線板

加工事業 
化学材料
事業 

設備機器 
関連事業  

合計

売上高         

外部顧客への売上高  1,688,400  386,040  501,763  2,576,204

セグメント間の内部売上高又は
振替高 

 －  －  462  462

計  1,688,400  386,040  502,226  2,576,667

セグメント利益又は損失（△）  450,274  △5,904  97,194  541,564

  （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計  541,564

セグメント間取引消去  946

全社費用（注）  △311,174

四半期連結損益計算書の営業利益 231,336



 該当事項はありません。  

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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